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関根友彦 年譜・著作目録 
 

年 譜 
１９３３年１１月２２日 東京に生まれる 
 

１９４０年４月   学習院初等科入学 
 

１９４６年４月      学習院中等科入学 
 

１９４９年４月   学習院高等科入学 
 

１９５３年４月   一橋大学社会学部入学 
 

１９５７年     一橋大学社会学部卒業 

   同大学大学院経済研究科進学 
 

１９５８年  一橋大学大学院経済研究科を留学のため退学 
 

１９５８年～６０年 McGill 大学（モントリオール）留学 
 

１９６０年～６２年 国連本部（ニューヨーク）統計局勤務  
 

１９６２年～６６年 London School of Economics 在学 
 

１９６４年     マギル大学 MA 取得 
 

１９６６年    London School of Economics PhD 取得 
 

1963～1964 年 Sir George Williams(現 Concordia University) 非常勤講師

1965～1966 年 University of Birmingham 非常勤講師 
 

１９６６～１９６８年 Simon Frazer University（バンクーバー）助教授 
 

1967～1968 年 Northwestern University (Illinois)  Exchange Visitor 

 

１９６８年～１９９４年 York University (トロント）助教授・准教授・教授 
 

1973～1974 年 一橋大学経済研究所 客員研究員 

1982～1984 年 国際基督教大学 客員教授 
 

１９９４年～２００４年  愛知学院大学 商学部教授 
 

２００４年～２００５年 愛知学院大学 商学部客員教授 
 

２０２２年１月１６日 逝去 
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著作目録 

１．著書・訳書・編著書 
(１) 著書 
(1) The Dialectic of Capital, a Study of the Inner Logic of Capitalism, Vol.Ⅰ, 
Yushindo Press, Tokyo, 1984  (republished by Toshindo Press, Tokyo,1986), 
Vol,Ⅱ, Toshindo Press, Tokyo, 1986 
 

(2)『経済学の方向転換―広義の経済学事始―』東信堂、東京 1995 年 
 

(3) An Outline of the Dialectic of Capital, 2 vols, Macmillan, St. Martin’s Press 
1997 年 
 

(4)『経済原論教科書』 創英社・三省堂書店、東京 2004 年 
 

(5)『経済原論要領』 アイ・イー・アイ（IEI Inc.）、東京 2005 年 
 

(6) Towards a Critique of Bourgeois Economics, Essays of Thomas T. Sekine 
Edited by JL. R. Bell, Owl of Minerva Press, Berlin, 2013 
 

(7) The Dialectic of Capital, a Study of the Inner Logic of Capitalism, 2 vols 
BRILL  Leiden/Boston, 2020 
 

(8) Marx, Uno and the Critique of Economics, Towards an Ex-Capitalist 
Transition, Palgrave Macmillan, Switzerland, 2023 
 

(9)『私が学んできた経済学 新古典派理論から宇野理論へ』社会評論社、東

京、2024 年 
 

 (２) 訳書・翻訳 
(1) 森嶋通夫『マルクスの経済学―価値と成長の二重の理論―』(東洋経済新報

社)、高須賀義博訳、1974 年［Michio Morishima  Marx’s Economics － A 
Dual Theory of Value and Growth, Cambridge University Press, 1973］序章

の翻訳協力者 
 

(2) Kozo Uno： Principles of Political Economy, Theory of a Purely Capitalist 
Society, The Harvester Press, Sussex, 1980［宇野弘蔵『経済原論』(岩波書店)、
1964 年］ 
 

 (3) Kozo Uno：The Types of Economic Policies under Capitalism，BRILL, 
Leiden/Boston, 2016［宇野弘蔵『経済政策論 改訂版』(弘文堂)、1971 年］ 
 

 (３) 編著書 
(1) Socialist Dilemmas, East and West, A Collection of Essays, by H. 
Flakierski and Thomas T. Sekine, M. E. Sharp, New York, 1980 
 
(2) Discovering Japan，Issues for Canadians, a collection of essays, jointly 
edited with Don J. Daly, Captus University Publications, North York, Ontario, 
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1990 

 

(3) A Japanese Approach to Political Economy, Unoist Variations, a collection 
of essays, by R. Albritton and Thomas T. Sekine, St. Martin’s Press, 1995 
 

(4) 宇野弘蔵著『経済学の効用』(東京大学出版会、1972 年)において「聞き手」

として対談。 
 
２．論文 
(1) “Commodity Reserve Currency and International Equilibrium”, Metro 
economica, xxii, 1970, pp.16-30  
 

(2) “Stability of Monetary Equilibrium in a Classical Exchange Economy”, 
Metroeconomica, xxiv, 1972, pp.1-16 
 

(3) “Investment Dynamics of a Two-Sector Production Model”, Zeitschrift fur 
Nationaloknomie, 32 (1972), pp.241-256  
 

(4) “Emergence of Money from Commodity Exchanges—A Marxian Theory” 
Department of Economics, York University, 1972, pp.1~26 
 

(5) “Classical Monetary Theory and the Non-Optimality Theorem”, Zeitschrift 
fur Nationalokonomie, 33 (1973), pp.1‐24  
 

(6) “Discovery of International Monetary Equilibrium by Vanderlint, Gervaise, 
Cantillon and Hume”, Economia Internazionale, xxvi (1973), pp.262-282 
 

(7)「経済学と現代経済」、都留重人監修『新しい政治経済学を求めて』第４集(勁
草書房)、1974 年、121-203 頁 
 

(8)「近代経済学とマルクス済学の方法―経済原則と経済法則―」（上）、『社会科

学の方法』(お茶の水書房)、Vol.6,	no.12,	通巻 54号、1973年、1-8頁	
 

(9)「近代経済学とマルクス済学の方法―経済原則と経済法則―」（下）、『社会科

学の方法』(お茶の水書房)、Vol.7,	no.1,	通巻 55号、1974年、1-9頁	
 

(10)「現代経済における脱資本主義化傾向」、『経済セミナー』(日本評論社)、1974
年、2 月号、22-34 頁 
 

(11)「脱資本主義過程・再論」、『経済セミナー』(日本評論社)、1975 年、6 月号、

106-114 頁 
 

(12) “Uno-Riron: A Japanese Contribution to Marxian Political Economy”, 
The Journal of Economic Literature, Vol. XIII No.3, 1975, pp. 847-877 
 

(13)「宇野理論における資本の弁証法－マルクス経済学の方法論」（上）、『経済

評論』(日本評論社)、1978 年.3 月、6-21 頁 
 

(14)「宇野理論における資本の弁証法－マルクス経済学の方法論」（下）、『経済

評論』(日本評論社)、1978 年 9 月, 120-137 頁 
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(15)「値法則と基本定理－『資本論』と近代経済学の接点」、『経済学批判』(社会

評論社)、第 4号、1978 年, 80-101 頁 
 

(16) “An Essay on Uno’s Dialectic of Capital”, 1980、pp.127-168｛訳書(2)の
AppendixⅠとして収録｝ 
 

(17) “A Glossary of Technical Terms”, 1980、pp.168-218  ｛訳書(2)の Appendix 
Ⅱとして収録｝  
 

(18) “The Necessity of the Law of Value”, Science & Society, Vol. XLIV, No.3, 
1981, pp.289-304 
 

(19) “The Circular Motion of Capital”, Science & Society, Vol. XLV, No.3, 1981, 
pp.288-305 
 

(20) “Economic Theory and Capitalism”, York Studies in Political Economy, 
Ⅰ, 1982, pp.87-108 ｛訳出して著書(2)第 1 章、収録｝ 
 

(21) “The Law of Market Value”, Science & Society, Vol. XLVI, No.4, 1982/83, 
pp.420-444 
 

(22) “Productive versus Unproductive Labour”, York Studies in Political 
Economy,Ⅱ, 1983, pp.141~165 
 

(23)「マルクス経済学の現代的意義」、『経済評論』(特集 マルクス没後 100 年)(日
本評論社)、第 32巻第 4号、1983/4 年、32-46 頁。｛著書(2)第 5 章、収録｝ 
 

(24)「資本の弁証法とヘーゲル」、『経済学批判』(社会評論社) 第 14号、1983 年、

81-101 頁。｛著書(2)第 6 章、収録｝ 
 

(25)「マルクスと人間解放の思想」、いいだもも・伊藤誠編『いまマルクスを問

う』(幸洋出版)、1984 年、187-206 頁。｛著書(2)第 4 章、収録｝ 
 

(26)「経済学とエントロピー問題」、『経済研究』、一橋大学経済研究所、第 35巻、

第 2号 1984 年、97-106 頁。｛著書(2)第 2 章、収録｝ 
 

(27) “An Uno School Seminar in the Theory of Value”, Science & Society, 
Vol.48, No.4, 1984/1985, pp.419-432 
 

(28) “The Transformation Problem, Qualitative and Quantitative, The Pricing 
Commodities”, York Studies in Political Economy, Ⅳ, 1985, pp.141~165 
 

(29)「玉野井理論の構造」、『エントロピー読本 Ⅲ』（『経済セミナー別冊』日本

評論社)、1986 年、246-252 頁。｛著書(2)第 8 章、収録｝ 
 

(30) “Marxian Economic Thought in Japan”, Working paper No.88-01, 
Department of Economics, York University, 1988, pp.1~25 
 

(31) “Entropy Problem and the Future of Our Society”, Working Paper No.88-
02、Department of Economics, York University, 1988, pp.1~23｛訳出して著書



5 
 

(2)第 9 章、収録｝ 
 

(32) “General Economic Norms and Socialism－From Uno to Tamanoi”, 
Working paper No.88-03, Department of Economics, York University, 1988, 
pp.1-18｛訳出して著書(2)第 7 章、収録｝ 
 

(33) “Socialism as a Living System”, York Studies in Political Economy, Ⅶ, 
1988、pp.66-89. ｛訳出して著書(2)第 10 章、収録｝ 
 

(34)「解説３ 経済学におけるパラダイム転換」、吉富勝/竹内靖雄編『玉野井芳

郎著作集１ 経済学の遺産』(学陽書房)、1990 年、343-359 頁｛著書(2)第 3 章、

収録｝ 
 

(35) “Broadening the Scope of Political Economy”, Lecture delivered on April 
17, 1992, at the Centre for Developing Area Studies, McGill University, 
Montreal (CDAS Discussion Paper No.74) ｛訳出して著書(2)第 11 章、収録｝ 
 

(36)「岐路に立つ世界経済 ポスト・フォーディズムを超えて」、『経済セミナー』、

(日本評論社)、No.476、1994 年、38-45 頁 
 

(37) “Fordism, Casino Capital and the Current Japanese Recession”, Dennis 
J. Dicks (ed.), Communicating with Japan - Images Past, Present and Future, 
An Interdisciplinary Anthology, Concordia University, 1995, pp.168-198 
 

(38) “An Uno School Seminar in the Theory of Value”, an extended version of 
same title article in Science & Society, Vol.48, No.4,1984/1985, pp.13-33｛編
著書(3), 収録｝  
 

(39) “The Necessity of the Law of Value, Its Demonstration and Significance” 
1995, pp.34-43｛編著書(3), 収録｝ 
 

(40) “Uno’s Method of Marxian Economics”、『地域分析』(愛知学院大学産業研

究所)、第 33巻・第 3号, 1995 年、73-80 頁 
 

(41)「資本弁証法における地代論の解明」(上)、『商学研究』(愛知学院大学)、
第 39巻第 1号、1995 年、1-65 頁 
 

(42)「資本弁証法における地代論の解明」(下)、『商学研究』(愛知学院大学)、
第 39巻第 2号、1995 年、181-224 頁 
 

(43)「価値法則の必然的根拠―その論拠と意義」、『地域分析』(愛知学院大学産業

研究所所報)、第 34巻第 1号、1995 年、9-13 頁 
 

(44)「資本弁証法における利子論の解明」(上)、『商学研究』(愛知学院大学)、第

39巻第 3･4号、1996 年、335-387 頁 
 

(45)「資本弁証法における利子論の解明」 (中)、『商学研究』(愛知学院大学)、第

40巻第 1･2号、1997 年、41-73 頁 
 

(46)「資本弁証法における利子論の解明」 (下)、『商学研究』(愛知学院大学)、第
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40巻第 1･2号、1997 年、139-170 頁 
 

(47)「講演 経済学の方向転換」、『九州国際大学 経営経済論集』（九州国際大学）、

第３巻第３号、1997 年、1-25 頁 
 

(48)「資本の弁証法と現状分析―宇野理論の視点から―」、『商学研究』、第 41巻
第 1号、1997 年、1-20 頁 
 

(49) “The Dialectic of Capital：An Unoist Interpretation”, Science & Society, 
XLⅡ (1998), pp.434-445 
 

(50)「資本弁証法における均衡と変動」、『東京経済大学会誌』(東京経済大学)、
207号、1998 年、63-74 頁。 
 

(51)「カール・ポランニー再発見⑦ ポランニー、マルクスと宇野弘蔵」、『経済

セミナー』(日本評論社)、1998 年 11 月号、108-114 頁 
 

(52)「カール・ポランニー再発見⑧ ポランニーから広義の経済学へ」、『経済セ

ミナー』(日本評論社)、1998 年 12 月号、95-101 頁 
 

(53) “General Economic Norms and Socialism－From Uno to Tamanoi”, 『地
域分析』(愛知学院大学産業研究所)、第 36巻第 2号, 1998 年、11-20 頁。 
 

(54) “Une réflexion sur les tendances actuelles de I’économie mondiale”、『地
域分析』(愛知学院大学産業研究所)、第 37巻第 1号、1999 年、17-25 頁 
 

(55) “General Equilibrium and the Dialectic of Capital’, 『地域分析』(愛知学

院大学産業研究所)、第 37巻第 1号、1999 年、27-51 頁 
 

(56) “Contingent Protection and International Trading Rules”, Journal of the 
Centre for International Studies, Aichi Gakuin University, vol.2, 1999, pp.43-
45 
 

(57) “Polanyi, Marx et Uno”, 『商学研究』(愛知学院大学)、第 42巻第 1･2
号、1999 年、53-78 頁 
 

(58) “Marxian Theory of Value, an Unoist Approach (Ⅰ) ”, 『地域分析』(愛知

学院大学産業研究所)、第 37巻・第 2号,1999 年、99-136 頁 
 

(59) “Marxian Theory of Value, an Unoist Approach (Ⅱ) ”, 『地域分析』(愛知

学院大学産業研究所)、第 38巻・第 1号,1999 年、43-90 頁 
 

(60) “Marxian Theory of Value, an Unoist Approach (Ⅲ) ”, 『地域分析』(愛知

学院大学産業研究所)、第 39巻・第 1号、2000 年、9-54 頁 
 

(61) “L’<Economie au sens large>concue par Karl Polnyi et Yoshiro 
Tamanoi”, 『商学研究』(愛知学院大学)、第 43巻第 1号、2000 年、1-21 頁 
 

(62)「20世紀はヘーゲルとマルクスをどう超えたか―資本の弁証法―」、降旗節

雄・伊藤誠共編『マルクス理論の再構築－宇野経済学をどう生かすか－』(社会
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評論社)、2000 年、所収、60-82 頁｛著書(9)第 4 章、収録｝ 
 

(63) “The Disintegration of Capitalism:A Phase of Ex-Capitalist Transition” 
with J.R.Bell,edited by R. Albritton et al., Phases of Capitalist Development, 
Palgrave, 2001, pp.37-55 
 

(64) “Farewell to Capitalism, a Production Centered Society”, 『地域分析』(愛
知学院大学産業研究所)、第 40巻第 1号、2001 年、9-15 頁 
 

(65) “La Vie économiique d’une société et les valeurs humaines”, 『地域分析』

(愛知学院大学産業研究所)、第 40巻第 1号、2001 年、17-20 頁 
 

(66) “Beyond Globalization and Capitalism：Toward and Enviroment-Friendly 
Economy”, in Denzaburo Yui and Yasuo Endo edited Framing the Pacific in 
the 21st Century：Coexistence and Friction, Center for Pacific and American 
Studies, The University of Tokyo, 2001, pp320-325 
 

(67)「広義の経済学――脱資本主義過程の環境問題」、エントロピー学会編『「循

環型社会」を問う 生命・技術・経済』(藤原書店)、2001 年、165-183 頁 
 

(68) “The Dialectic, or Logic that Coincides with Economics”, in R.Albritton 
and John Simoulidis ed., New Dialectics and Political Economy, Palgrave, 
2003, pp.120-130 
 

(69) “Some Unsettled Problems in Marxian Theory of Value”, in Richard 
Westra and Alan Zuege ed., Value and the World Economy, Palgrave, 2003、
pp.184-204 
 

(70) “What Do We Learn from Value Theory”, in R.Westra and A.Zuege, ed., 
Value and the World Economy, Palgrave, 2003, pp.184-204     
 

(71) “Socialism beyond market and productivism”, in R. Albritton, Shannon 
Bell, John R. Bell and Richard Westra, ed., New Socialisms, Futures beyond 
Globarization, Routledge, 2004, pp.231-244 
 

(72) “Marxian Theory of Value, What We Might Learn from It ? ”, Korean 
Journal of Political Economy, Vol.2 2004, pp.1-35 
 

(73)「グロバリゼーションと資本主義を超えて」、松原望・丸山真人編『アジア

太平洋環境の新視点』(彩流社)、2005 年、第 8 章、215-231 頁 
 

(74)「マルクス経済学の試練と再生」、『季刊・経済理論』(経済理論学会)、第 45
巻第 1号、2008 年、43-52 頁。｛著書(9)第 3 章、収録｝ 
 

(75) “Arthur on Money and Exchange”, Capital & Class , 99, 2009, pp.35-57 
 

(76)「資本主義から次の歴史社会への過度期をどう見るか―脱資本主義過程論の

系譜―」、櫻井毅・山口重克・柴垣和夫・伊藤誠編『宇野理論の現在と論点【マ

ルクス経済学の展開】』(社会評論社)、2010 年、Ⅲ「段階論と現状分析」第３章、

213-230 頁 
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(77) “Fiat money and how to combat debt deflation”, Edited by K.Yagi et al., 
Crises of Global Economics and the Future of Capitalism  Reviving Marxian 
crisis theory, Routledge, London and New York, 2013, pp.208-225 
 

(78)「資本主義の「発展段階」とは何か (段階論の方法)」、Uno-Newsletter、第

２期、第 22号、2017 年 ｛著書(9)第 7 章、収録｝ 
 

(79) “An Essay on Uno’s Stages-Theory of Capitalist Development；What 
Might We Learn from This Book? ”, 2017、pp.247-286｛訳書(3)の Appendix 1
として収録｝ 
 

(80) “An Essay on Transition away from Capitalism；How Might Unoists 
Account for the Evolution of post-1914 World Economy”, 2017、pp.287-325 
｛訳書(3)の Appendix 2 として収録｝ 
 

(81) “The legend of Unoism in Japan”, The Japanese Political Economy, 2019 
Vol.45, Nos.3-4, pp.132-160 
 
３．論文(愛知学院大学・産業研究所リプリントシリーズ) 
(1) “Socialism as a Living Idea”, 産業兼研究所リプリントシリーズ No.19、
1995、pp.128-151｛編著書(1)からのリプリント｝ 
 

(2) “Fordism, Casino Capital and Current Japanese Recession”, 産業兼研究所

リプリントシリーズ No.21、1997、pp.168-198｛論文(38)のリプリント｝ 
 

(3) “An Essay on Uno’s Dialectic of Capital”, 産業兼研究所リプリントシリー

ズ No.25、1999、pp.131-168 ｛論文(16)（訳書(2)、所収）のリプリント｝ 
 

(4)「岐路に立つ世界経済 ポスト・フォーディズムを超えて」、産業兼研究所リ

プリントシリーズ No.30、2003、pp.38-45｛論文(37)のリプリント｝ 
 
４．その他 
 

(1)「「宇野理論」再出発のために」、『朝日ジャーナル』(朝日新聞社)、第 16巻第

15号、1974 年 
 

(2)「経済教室 経済学 100 年⑤ 発展するマルクス」、『日本経済新聞』1983 年

1 月 6 日 
 
(3) "Comment on Professor Kiyono’s ‘Market Structure and Japanese Pass-through 
Rates.’" In Conference Proceedings of the First Annual Meetings of the Japan Social 
Sciences Association of Canada, 1988, 163-165. Montreal: JSSAC 
 
(4) ” The Internationalization of Japanese Education, a Speculative View on the Concept,” 
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